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得
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茧
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於
て
、矛
盾
す

る
所
が

あ
り
、

,

方
が
行
は
れ 

>
ば

、他
方
は

不
;!
]

4

爲

L

M

許
を
併

'せ：行
ふ

.
の
は
、

犀
上

に

屋

を

架
す

る
の
嫌
な
き
を
得
な
い
。
 

唯

政
府
を
し
.て

■辯
明

せ

し

め
れ

^

日
»

の
非
常
货
出
た
る
、始.め
は
日
銀
緝

一'
個
の
：意
思
に

*

き
、
 

後
ほ

は
：國
家
補
憤
の
：約
の

#

せ
ら
れ
る
了
解
の

^

に，行

«

れ
た
ち
の
で
め
る
が
、其
效
粜
の
蔣 

金
な

^

こ
土
の
期
せ

i

れ
な
'か
つ

た

爲
め
に
、支
拂
猶

豫
令

を
必

®

士
し
：

/2
i

す

る
か
も
知
れ 

«
ぃ
？

然
ら
ば
如
何
に
し
て

a
本
銀
行
を
し
て
、萬
全
の
效
果
の
期
待
さ
れ

る
非
常
貨
出
を
行 

は
し
め
る
か

r

此
見
地

{:
於
て
、必
要
士
さ
れ
た
も
の
は

即

ち
日

本
銀
行
特
別
融
通
及
掼
失
補

. 

償
法

i

裹
猶
金
融
法

i

で
あ
つ
て
、兩
者
共
に
臨
時
筆

#

に
提
出
？
れ
、

#

w

a

a
定
に
依
つ
て
、
 

%

チ
■.ッ
ク
：に

-
對
す

.る
善
維
處
遛
の
完
了
を

M

る
に

.：

至
つ

■た
。

然
ら
ば
.是
等
兩
法
は
何
を
規
定 

し
、又
如
何

■
な
る
效
果
を
將
來
に
及
ぼ
す
も
の

.
で
あ
る
か
。

.
:
,
-

■日
本
銀
行
特
別
融
通
及
掼
'次
補
償
法
幷
に
其
運
用
に
關
す
る
規
定
の
要
領
は 

:
第
：
5

業
中
の
銀
行
に
し
て
、預
金
挪
戾
，の
爲
め
に
、变
拂
準
備
金
を
必
耍

4

す
る

r
c
き

は
、
今 

'後
ナ
年

間
、
十

年
を
期
限
士
し
て
、手
形
割
別
の
方
法
に
依
夂
日
本
双
荷
に
碑
て
，特
別
融
®
を 

、-
受
，け

.る
を
得
る

、
.：
f 

• 

V

:

;

.
:

諸

微
ニ
、休
業

^'
の

銀
行
で
ぁ
つ
て

も
、將
來
營
翁
繼
，續
の
見
込

ぁ
る 

rf
l

す
る

' 

:
' 

. 

i 

;

筋
三
、
#

別
離
通
に
依
る
手
形
吻
割
引
步
合
は
國
愦
を
擔
保
ぐ

」

す

の

に:
は

右
の

规，

定

を

適

る
手
形

9

剖
引
步
合
に

’
據
.

第
^r

政
府
は
本
法
に

.依
る
特
別
，

»

通
の
爲
め
に
、日
本
銀
：行
の
蒙 

之
^

補
.償
す
る
、
 

ブ
 

第
囊
別
融
通

-
の
爲
め
、割
引

t

.る
手
形
に
は
、有
價
證
券
、不
動
虛 

設
定
し
た
財
腿
を
擔

®
.
也
す
る
債
權
を
恩
返

_品
わ
し
、特
別
の
必 

E

の
承
：認
を
受
け
、右
以
外
办

.

.
4
0
の

を
M

返
品
ど
す
る
を
得

、
/
:

第
六
、鑛
山
幷
に
船
舶
及
び
是
等
を
擔
：

«

.
5す
ん
偾
權
其
他
に
就
て 

猶
格
を
參
酌

し

相
當
寬
，犬

.に
*

保價格を定めるこ

.vj

、
す

6-
-
 

•點
で
あ
シ

"毫_

余
融
法
の
耍
領
は

第
■

本
銀

.
行
を
し
て
臺
：腾

(:
於
.け
る
金
：融
齒
關
に
對
し
•
一
 

年
間 

■:
v

，：lS
 

.圆

.を

.限
-卜
、資
金
の
融

0

を
爲
さ

&

め
：な

、-
，::

.

.

〕

第一ー
1

十一一

卷
' 

1
八

芄

五

レ

昭

和

一

T

年
O '

バ1
1

タ
ク

党
た
損
*
五
億
圆
を
限

耍 M  
あ び  

る 法  

場 雜  

合 の  

に 规

は 定  
大 に

廉 依  

大 ！>

は
見
返

.
b

C P

:性
質
及
び

手

形

割

引

の

方

法

に

依
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一四

'

第

1
1、

右
の
融
姐

.に
依
つ
，て
、印
本
銀

.
行

の

蒙

る

損

''失

に

對

.
し

て
は

，
一

一

億

圆

を

限

り

、
政

府

に

於
 

て
補
償
す
る
、
.： 

.

諸
點
で
あ
る
。

パ

U

ッ
ク
の
慘
齊
甚

が

し
く
、其
赴
く
所
に
任
せ
た
な
ら
ば
、一
國
の
命

,

|]
1

«

を
破

®

'
し
，經
 

濟
砒
會
の
全
體
に
如
何
な
る
炽
害
を
及
ぼ
す
か
、測

k

知
る

Br
か
，レ

.ざ

る
際
に
、雄
行
協
闾
の
力 

に
依
つ
て
、之
に
當
る
能
は
す

.、中
央
鈒
行
の
力
ヾ

0

及

.ぶ
所
、亦

^

:cv

ぁ
る
に
於
て
は
、國
家
が
«
濟 

の
.
道
を

*

^

る
こ

W

も
亦
已
む
を
得
ぬ
い
力
も
知
れ
な
。い：

®

此
學
合
，
{■
:

全
，̂*
|

.
の
，
费

用.■.を

國 

'家
. 

の
简
撳
ォ
す
る
か

’
一
部
を
金

0

業
者
の

.' 負
擔
ミ
す
な
か
は

-■一 

個
の
一
間
題

^
办

り
、觅
に
國
家
の 

金
融
政
策
に
依
り
、資
金
に
對
す
る

®

要
の
急
な
る

.
方
®

に
向
つ
て
、之

.を
^

給
す
る
こ

V」

を
以
：

 

つ
て

®

濟
の
方
法

i

す
る
：以
上

.
は
、其
供

.給
を

♦ハ
二
ヅ
ク
の
應
金
的
措
置
を
：必
要
ざ
す
る
短
小 

の
時
期
に
限
り
、又
高
利
の
負
擔
の
下
に
、始
め

.
て
其
利
益
を
双
ぼ
す
こ

i

、
し
な
，け
れ
ば
な
ら 

な

い。
然
石
に
我
國
に
於

T

今
间
秫
は
れ
た

.
パ：

ラ
名

.
ク
.

0

策
：に
於
て
は

T
t

貸
出
の
行
は
れ
る 

邦
間
を

.I

年
士
し

(

ニ
：
«
出
.
.の
；
.
W
さ
れ

る
.

邦
限
を
十
年
ビ
し

(
H

■利
率
は
國
愤
抵

1

の
手
形
割
：
^
 

步
合

i

云
ふ
日
*
利
子
の
低
步
な
な
も
の

^

置
き
、{

搜
_
 
0

の
.
補
償
す
な

®:
失
を
五
億
圆
，に

'
®.

き
國
家
以
外

0 -
何
も
の
に
.も
之
を

ft
,
»

せ
レ
め

ざ
.
る》」

ど
を
骨
子

ノ
し

.
し
*
而
し
て

.0

保

M

格
の
 

決
定
の
如
き
顧
る
宽

：
.太
；
で
；
办
つ
：
て
，國

餘

は

：
時

惯

、
他
：方
‘潰

は

^

”
^
の
外

^

嗯
既

^

は
曝
傯
の
九 

掛

半

、
株

券
«

時
0

九
’
掛
ま
で
ビ

云
ふ
程

>度
に
€
s:
fe
^

て

居

：
る
。

然

.

ば
：斯
る
^
:
:
#
の
實
施
さ 

れ
'
る
'
結
桌

'
V
J

し
，て
'
、：

；
..

第 

一
M

，ィ
は
令
後

1

參
沿
如

' 
る
低
利

'の
.
下
に
、特
別

>融
：舉
を

.
S
,け
る
；.
を
得
.
る
r
に
.
乘
じ
て
、

銀

L. 

「

に
.就
て
、支
挪
準
爾
金
：を
充
實
す
る
：

1
:
1
.
實
.
の
下

.
(:
;

»
傘
を
融
通
し
、之
を
、高

'
利
を

.
‘以
つ
て
、

j
:

般
，

 

へ
：

に
：
貨

出

し

、
其

.問

に

：
利

：

#

を
，
狼
；得
^!
る
：
^

^

!'.

.
第

、
ニ

右

の

如
:>
取

旬

は

'
今

後

 

一
#
.
.間
♦

通
じ
二
し
：
行
へ
は
れ
：
十

年

6

久
し
き
に
亙
つ
：て
、決

.濟
さ
.
. 

f

さ
る
以

>

.
は

31
:;
!

»

»貨

,

服
の
-
勢
.
の
'
,馴
.致
さ
れ

|
を
>”
ぞ

か
第
：」 i

f

斯
く

て
不
殷
磁

.行
亦
葙
の
融
：通
、に

-
依
.
つ
：て
其

.命
*

を
_

^

=
可
ぐ
、
#

行

爾

改

樣

の

：，如
、
き
、

遂
に
ぺ
之
：
を
、期

待

す

；
る

舊

得

な

い

.

.
 

:

:

い

,

' 

:
V

ビ

云
ふ
が
如
き
餅
相
を
生

♦

る
。
特
別
融
通
に
し
て
、パ
ニ
ッ
ク
に
處
す
る
非
常
の
處
置
で
あ 

る
以

.上
は
。極
め
て

«

小
の

»]
間
に

.

.於
て

*

を
^

a
、又
短
時
日

.の
後
に
之
を
決

.濟
せ
し
め
る
.可 

，
で
あ

v̂

r

し
て
短
時

P

の
'
後
に
、決

t .

せ
.
し：：
-
め：
'
る
'
に
-
.は、
»

出
：利：子

ハ.
^

f t
f .
1 ^
t !
:

:

る
' 
こ
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别
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#
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'
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，
啤̂

^
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制
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す

る
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.
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：“
”
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':
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'
, 

> 

.
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\.
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,
 

, .-/、
：,

'
':

■

.

印
本
銀
行

”
の
#

別
融
通

^

パ
一
一
ッ
ク
對
策
ど
し
て
の
當
：否
は
姑
：く
措
き
、，
運

.用
の
結
«
が
 

我
國
海

#

の
.銀
行
紙
嫌
を
缚
第
す
，る
も
，の

.，で
あ

^

ボ
、此
；

事
破

.菩
^
,
'の
_

摘
，し

■

 
■

な 

ら
な
い
所
で
あ
る
。
我

.國
：に
於
で
明

.治十
：：

五
；辛

は

本

：銀.行

の
_

^

ぞ

れ

、.る
"
や
.、
我

：
國

銀

「

行

制

.
度
 

の
樹
立
に
典
つ
て

'力
：あ
つ
た

^

藏
_

.
松
方
犯

«

與

；爾
：：：
|

松
ザ
は

»

行
-
組
：織

a>
.
根
本
に
へ
關
す
る 

意
見
書

'を
太
政
大

E
 

:に；.土
申
ト
し
、
'ー
國
に
農

±
.
商
3

業
の
別
あ
る
が
如
ぐ
、金
一
融
機
關
に
も
亦
農 

業
工
業
商
業
，の

.其
れ
：ぐ

:
の
':
'1

を
對
象
ビ
す
る
も

0

が
な
：げ
れ
ぼ

-な
.らな

：
/

斯
：ぐ
て
商
.業
に 

對
'
-す
る
金
融

‘の
中
心
機

_

じ
し
で
，設
立
さ
れ
る
、日本

«

符
は
商
考
手
难

‘
§
割

弘

き

短

期(?
>

信
 

.'用
貸

'付
ぃ
ど
を
以
つ
て
、其
本
務
ぐ

」

す
可
き
も
の
で

'
あ
り
、不
動
库
信
用
や

*動
產
信
用
を
業
務
マ

」

す 

⑷

：農
ハ
業

'劳
し

f

ゆ

H

業
に

#

す
る
金

_

機
靡
は
他
四

.を
：以

?

て
:
,立

.し
、̂

潘

®

^

の

勢

を

以
 

< >

v

at
ま
し
め
な
け
，れ
ば
な
ら
な
い
ど
し
た
。
即
ち

.現

.行
：.E
本
銀
行
へ
條

'例
第
十
ニ
條
く
に
於
て
、
 

日
*

銀
.行「

が
木

.動
產
及
，ひ
鈒

.行
文
は

.諧
會
社
の
株
式
を
，抵
當
ど
し
て

tt
f

を
爲
す

こ

プ
レ

を
：禁

止
さ
：れ
て
居
る
一
方
に
、日
本
銀
行
設
立

.
以
來
年
を
距
て
る
も
の
は
あ
っ
た
が
，日
本
勸
業
銀
行 

が：設
立
さ
れ
た
り
、日
本
興
業

■銀
狩
が
設
立
さ
れ

.た
ぅ
し
た
の
は
、何
れ
も
我
國
に
於
て
認
め

£
 

れ
た
銀
行
分
業
制
度
諭

s

f

し
た
か
ら
で
あ
る
。
然
る
に
此
制
度
に
多
少
の
潤
色
を
加 

へ
石
に
至
っ
た
の
は
、明
治
こ
十

-

年
の
恐
慌
救
濟
の

«

め
に
，行
.は
れ
た
對
策
の
結
果
で
あ
っ 

た
。

'

即
ち
當
時
恐
慨
に
臨
ん

」

で，金
融

0
梗
塞
す
，る
も
の
甚
だ
し
ぐ
、之
を
：疏
通
す
る
に
は
、

H

本

銀
行

.をし
_て株
券
擔
保

貨̂
出
を
行
は
し
め
る
の

' 外に
道
は
な
ぐ
、左
れ
ば
マ

」

云
っ
て
、日
本

_

. 

, 

.

.

.

. 

.

..

行
條
：例
の
禁
止
條
項
は
之
：

^

:
如
何
ざ
も
す
る
を
得
ざ
る
こ
む
の

«

係
が
ら
、遂
に
見
返
品
付
手 

形
割
引

.の
便
法
な
る
も
の
が
案
出
さ
れ
、見
返
品

.
y
j

し
で
或
る
種
類
の
.株
券
を
竿
形
に
添
付
す 

る
f

き
は
、其
信
用
に
侬
っ

T

、手
形
割
引
の
許

.さ

れ
る

こ

と 
> 

爲
り
、表
面
の
形
式
は
手
形

.
の
.
0
 

引>
j

し
な
が
ら
、實
質
に
於
て

.は
、日
本
銀
行
自

£>
.
株
券
を
抵
ー
當
と
す
る

®

付
を
行
ふ
を
得
'る
に 

至
っ
た
の
で
あ
る
，
唯
斯
る
恐
慌
救
濟

ビ

云
ふ
が
如
き
臨
機
の
、又
非
常

.
の
手

'段
ビ

し
て
、行
は 

れ
た
も

.
'0
で
あ

る
か
ら
，見
返
品
，の
範
圍
は
最
も
狹

く
局
限
さ
れ
、日
本
郵
船
、大
版
商
船
南
會
社
，
 

橫
濱
正
金
銀
行
、諸
鐡
道
會

'社
の
株
券
、

*

京
大
阪
兩
市

' 
の
市
偾
、勸
業
；興
業
倩
券
等
が

a

返
品
さ 

し
て
の
取
扱
を
受
け
る
に

.
JK
ま
々
、近
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融

Jb
の
便
直
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擧
げ
る
，

』

さ
0

論
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か
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返
品
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熱
の
反
動
、不
景
氣
の
浸
调 

其
他
經
濟
社
會
に
或

:

る
I戀
動

.
の：起
る
や
、必
す
銀
■府
に
支
拂
停
止
の
冼
態
を
演
出
す
る
も
の
、
 

あ
る

;'
.

こ
ミ
は
、吾
人
の
缴

«

.
を
禁
>;る
能

;&
ざ
る
浙

1?
あ
る
が
、今
囘
の
如

く

極
^
て
短
小
の
期 

間
に
：於
て
、數
多
の
錁
行
が

_

を
接

し

て、夂
拂
を
停
止
し

?2
こ
^
の
如
き

v
JE
i:
#!
代
未
糊

0

事 

_實
で

「

あ
っ
て
、休
業
中

.の
銀
行
は
一

.

】

十

九

、其

预

金

額

：
は

八

億

八

千
1
1
1西
商
條
圆
に
上
る

k

稱
さ 

れ
：名。：

X

斯
る
运
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介
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濟
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す
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を
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損
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ら
れ
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融
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縫
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す
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瞭
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な
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に
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落
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げ
ら
れ
る
が
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#
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因
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の
攀
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制
度
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多
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れ
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け
れ
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ら
な
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銀
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度
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何
.な
る
缺
陷
が
あ 

るV
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重
な
る

K

の
を
列
記
す
れ
ば
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第

一
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は
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業
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機
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し

TT
設
立
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所
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機
關
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行
の
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す
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V
、
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_
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通
銀
行

S

貯
蓄
銀

」

行
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の
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分
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の

.明
瞭
で
な
い
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ミ
、
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,
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第
四
、大
銀
行
支
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制
度
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立
す
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に
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&-
ざ
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>
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ダ

「
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W

演
を
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す
る
：根
本
的
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も
し
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は
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等
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缺
陷
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充 

足
す
名
こ

：
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を
必
要

.

す
る
。
へ
然

&

ば
我
國
の
：現
狀

G

於
て
、如
何
な
る
程
度
ま
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必
®
が

充

さ

れ
■オ
居

る
.が、又充
さ
れ
る
：

B

至
る
で
あ
ら
ぅ
抑

。
. 

丨 

.

我
幽
に

.於
て
、或
る
財
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’又
は
或
る
事
業
家
が
自
已
.の
事
業
經
營
に
必
要
な
る
資
金
を
調
達 

オ
::
る
因
的

:0
下
に
、銀
行

^:
設
立
し
、此
銀
行
を
し
て
ぬ
較
的
低
廉
は
る
預
金
利
子
を

以

つ
て
吸 

攸
せ

::
-
'
:し：め

‘ね
資
金
を

#:
氣
家
の
事
業

e

供
用
す
る
こ
と
は
、
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に
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は
れ
て
居
る

。

.
此
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銀
行 

の
缺
點
と
し
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は
、資
金
が
；
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る
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數
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事
業
家
に
向
つ
て
、或
る
限
ら
れ
た
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し
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融
通
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れ
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が

擧
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も

れ::
,
:る
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で
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つ
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經
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順
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な

.
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.、«

»

家
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，經
營
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に
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る
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の

-̂
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が
總
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繁
昌
し
ゼ
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れ
ぱ

、
«

行
亦

_

,
利
益
を
颁
つ

.
を
®
&
に
相
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な
'い
が
、靡
業
に
順
挫
を
來
し
が
な
セ
ば
、之
に
多
額
の
資
本
を
注
入
し
た
銀
行
亦
蹉
跌
の
已
む 

を
0

f

る
に

-
庚
る
。
我
國
に
於
て
、今
囘
支
拂
を
停
お
じ
：た：諸
銀
行
の

.
如
き
、多
く
は
或
る
寒
業 

家
の
機
關
銀
行
で
あ
つ

' 
ス
事
業
ん
共
に
共
倒
れ
ん
爲
つ
た
事
實
の
顯
著
な
る
を
の
が
あ

&

+
 

五
' 
銀
行
の
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き
規
榄
の
大
な
，る

®

行
で

.
あ
つ
て
も
、尙
ほ
所
謂
肱
兒

ft
财
閥

€

特
殊
の
關
係
を 

有

3

、散
々

:̂
後

«

の
利
用
す
る
所

V
J

爲
つ

,て、大
な
る
缺
陷
を
資
產
の
上
に
生
じ
今
囘
の
不
祥 

事

に

食

5

:だ
事
實
の
掩
ふ
可
か

、bi
r

c
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の
が
あ
る
。
法
愤
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以

つ

て
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關

鈒

行

を

取

締

-
^
、 

例
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ば
北
米
合
衆

國

の

.聯
#
離

備

金
^
に
鉍

て
爲
す
が
如
ぐ
，

—

の
.
取
引
先
に
對
し
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擔
保
物
に
對
し
て
爲
す

.
貨
出
高
に
對
し
て
、成
る
制
限
を
設

.
け
、而 

會
公
衆
を
し
て
機
關
銀
行
の
危
險
を

|
|
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